
戦
後
に
お
け
る
大
銀
行
の
推
移

預
金
、
貸
出
、

証
券
、
借
入
を
中
心
と
し
て

、

Ｊ
１

牧
　
　
聖

徳

　
戦
後
日
本
資
本
主
義
は
ア
メ
リ
ヵ
資
本
主
義
の
従
属
下
に
入
っ
た
こ
と
を
そ
の
特
徴
と
す
る
つ
し
た
が
っ
て
戦
後
目
本
の
諸
政
策

は
ア
メ
リ
カ
占
領
政
策
に
よ
っ
て
強
く
影
響
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
占
領
当
初
ア
メ
リ
カ
は
初
期
の
対
日
占
領
方
針
に
則
り
、

第
一
に
「
口
本
が
再
び
ア
メ
リ
ヵ
の
脅
威
と
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
保
証
す
る
」
こ
と
、
第
二
に
ー
「
他
国
家
の
権
利
を
尊
重
し
、

国
際
連
合
憲
章
の
理
想
と
原
則
に
示
さ
れ
た
ア
メ
リ
ヵ
の
目
的
を
支
持
す
べ
き
平
和
的
か
っ
責
任
あ
る
政
府
を
樹
立
し
、
そ
の
政
府

が
出
来
る
だ
げ
民
主
々
義
的
白
治
の
原
則
に
合
致
す
る
こ
と
」
を
究
極
の
目
的
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
民
主
化
、
非
軍
事
化
政
策
が
推

進
め
ら
れ
、
財
閥
解
体
、
農
地
改
革
、
労
働
組
合
の
秩
極
的
育
成
と
な
っ
て
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
非
軍
事
化
、
民
主

化
政
策
は
銀
行
制
度
に
対
し
て
は
「
外
地
銀
行
お
よ
び
特
別
戦
時
機
関
の
閉
鎖
に
関
す
る
覚
書
」
（
二
十
年
九
月
三
十
目
）
と
な
っ
て
あ

ら
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
軍
事
的
、
侵
略
的
性
格
が
濃
厚
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
金
融
機
閑
が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
財
胸
解
体
指
令
に
も
と
づ
い
て
財
閥
の
解
体
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
閑
連
し
て
財
閥
の
一
翼
を
に
な
っ
て
い
た

　
　
戦
後
に
お
け
る
大
銀
行
の
推
移
（
小
牧
）
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立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
六
吾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
（
七
六
八
）

財
閥
銀
行
が
民
主
的
組
織
に
再
編
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
重
役
の
更
迭
、
銀
行
の
株
式
保
有
数
の
制
限
、
重
役
兼
任

の
禁
止
等
が
実
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ま
た
金
融
制
度
調
査
会
が
設
置
さ
れ
（
二
十
年
十
二
月
五
目
）
、
金
融
機
関
の
民
主
化
へ
の
動
き
が

推
進
さ
れ
た
。
戦
時
補
償
の
打
切
に
と
も
な
う
金
融
機
関
の
再
建
整
備
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
と
も
に
、
貯
蓄
銀
行
の
普
通
銀
行
へ
の

転
化
、
信
託
会
杜
の
普
通
銀
行
へ
の
改
組
が
お
こ
な
わ
れ
た
Ｃ
そ
し
て
特
別
銀
行
に
お
い
て
も
、
再
建
完
了
と
と
も
に
、
そ
れ
を
普

通
銀
行
に
，
改
組
し
、
平
等
な
基
盤
の
上
で
活
動
す
る
体
制
を
と
と
の
え
さ
せ
よ
う
と
企
図
さ
れ
（
二
十
三
年
六
月
特
銀
廃
止
指
令
）
、
民
主

化
政
策
は
一
段
と
推
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
十
四
年
に
至
る
ま
で
は
銀
行
制
度
と
し
て
は
「
外
地
銀
行
お
よ
び
戦
時
機
関

の
閉
鎖
」
、
「
財
閥
銀
行
の
再
編
成
」
が
実
施
さ
れ
、
金
融
機
関
再
建
整
傭
へ
の
動
き
の
中
で
貯
蓄
銀
行
、
信
託
会
杜
の
普
通
銀
行
化

が
実
現
し
、
さ
ら
に
特
別
銀
行
廃
止
に
よ
る
普
通
銀
行
一
本
化
へ
の
胎
動
が
ア
メ
リ
カ
の
方
針
の
も
と
に
推
進
さ
れ
た
。
そ
の
問
、

他
方
で
は
復
興
金
融
金
庫
が
二
十
二
年
一
月
に
設
立
さ
れ
、
日
銀
引
受
に
よ
る
イ
ソ
フ
レ
資
金
の
流
出
口
と
し
て
活
動
し
た
。
銀
行

制
度
に
お
げ
る
普
通
銀
行
一
本
化
の
体
側
が
と
と
の
っ
た
の
は
か
な
り
後
一
二
十
五
年
．
二
月
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
向
う
べ
き
動
き

は
既
に
占
領
当
初
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
方
針
の
下
に
胎
動
し
て
い
た
も
の
と
い
え
る
。

　
二
十
四
年
四
月
、
ド
ッ
ヂ
ラ
ィ
ソ
の
実
施
に
よ
っ
て
イ
ソ
フ
レ
資
金
の
流
出
口
で
お
っ
た
復
金
は
、
そ
の
新
規
岱
出
を
停
止
す
る

こ
と
と
な
り
、
そ
の
反
面
、
汚
逝
銀
行
が
そ
の
重
嬰
性
を
棚
大
し
、
財
政
引
締
を
金
融
面
で
ヵ
バ
ー
す
る
デ
ィ
ス
・
イ
ソ
フ
レ
政
災

の
た
め
に
杵
迦
銀
行
は
オ
ー
バ
・
ロ
ー
ソ
ヘ
向
う
傾
向
を
．
小
し
は
じ
め
、
必
妥
資
金
を
保
有
証
券
の
償
遠
や
日
銀
よ
り
の
借
入
に
依

存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
汽
金
｝
焚
に
応
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
　
ド
ッ
ヂ
ニ
フ
ィ
ン
に
よ
っ
て
析
設
さ
れ
た
「
対
日
援
助
見
返
汽
金
特

別
会
計
」
は
一
郁
は
直
接
投
資
に
、
他
は
旧
債
や
復
金
債
の
償
遠
に
あ
て
ら
れ
、
ｎ
□
奴
は
傲
遠
資
金
に
よ
っ
て
、
銀
行
保
有
の
柾
労

の
賞
入
を
お
こ
な
い
、
こ
こ
に
日
銀
を
通
じ
て
一
般
金
融
機
閑
へ
再
び
流
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
十
か
く
て
日
銀
は
ド
ッ
ヂ
ニ
フ
ィ



ソ
の
結
果
と
し
て
見
返
資
金
や
、
財
政
収
入
を
公
開
市
場
操
作
の
資
金
と
し
て
運
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
日
銀
の
運
営
方
針

を
審
議
決
定
す
る
機
関
は
、
ア
メ
リ
ヵ
の
勧
告
（
二
十
三
年
八
月
）
の
も
と
に
二
十
四
年
五
月
に
設
立
さ
れ
た
日
銀
政
策
委
員
会
で
あ

り
、
ア
メ
リ
ヵ
政
府
の
金
融
政
策
に
対
す
る
方
針
は
、
政
策
委
員
会
に
対
す
る
働
き
か
げ
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
ド
ッ
ヂ
ニ
フ
ィ
ソ
を
契
機
と
す
る
復
金
の
新
規
貸
出
停
止
の
結
果
と
し
て
、
長
期
資
金
に
対
す
る
需
要
に
応
ず
る
機
関
と
し

て
は
、
見
返
資
金
が
中
心
を
な
す
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
に
普
通
銀
行
も
短
期
、
長
期
両
資
金
の
需
要
に
応
ず
る
の
に
必
要
な
資
金
を

調
達
す
る
た
め
「
普
通
銀
行
に
よ
る
債
券
発
行
」
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
一
二
十
五
年
三
月
）
。
そ
れ
に
と
も
な
い
旧
特
別
銀

行
の
普
通
銀
行
へ
の
転
化
が
実
現
し
、
こ
こ
に
全
銀
行
は
普
通
銀
行
に
一
本
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
く
て
銀
行
制
度
に
お
げ

る
民
主
化
は
形
式
的
に
は
二
十
五
年
三
月
に
実
現
し
た
と
い
え
る
、

　
二
十
五
年
六
月
朝
鮮
動
乱
の
勃
発
に
よ
り
、
日
本
資
本
主
義
は
軍
事
化
の
方
向
を
急
速
に
た
ど
り
は
じ
め
、
普
通
銀
行
の
オ
ー
バ

ロ
ー
ソ
を
激
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
必
要
資
金
を
供
給
す
る
た
め
に
は
、
国
家
資
金
が
巨
額
に
注
入
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、

因
家
資
金
を
日
木
経
済
に
注
入
す
る
機
関
と
し
て
口
本
輸
山
銀
行
（
二
十
万
年
十
二
月
十
五
目
法
律
公
布
、
十
八
目
設
立
、
二
十
六
年
二
月

一
目
開
業
）
、
日
本
開
発
銀
行
（
二
十
六
年
三
月
三
十
一
目
法
律
公
布
、
四
月
二
十
目
設
立
、
五
月
十
五
目
開
業
）
が
出
現
し
、
さ
ら
に
民
問
の

長
期
金
融
体
制
を
前
進
さ
せ
る
た
め
、
資
金
運
用
部
に
よ
る
普
通
銀
行
金
融
廣
の
引
受
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
二
十
六
年
四

月
）
。
こ
こ
に
普
通
銀
行
は
引
つ
づ
き
長
期
、
短
期
の
両
資
金
供
給
の
任
を
果
さ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
普
通
銀
行

の
オ
ー
バ
・
ロ
ー
ソ
激
化
に
と
も
な
う
批
判
と
、
金
融
に
お
げ
る
分
莱
体
制
確
立
の
要
塾
か
ら
、
長
期
金
融
を
専
門
に
担
当
す
る
民

問
銀
行
の
設
立
が
計
画
さ
れ
、
こ
れ
が
長
期
ド
川
銀
行
法
と
な
っ
て
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
　
こ
の
法
偉
に
も
と
づ
い
て
析

設
の
日
本
長
期
信
用
銀
行
と
、
旧
特
別
銀
行
で
一
時
涛
逝
銀
行
に
転
化
し
て
い
た
日
本
興
業
銀
行
の
二
行
が
、
長
期
行
用
専
門
の
民

　
　
戦
後
に
お
け
ろ
大
銀
行
の
推
移
（
小
牧
）
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立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
六
吾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
（
七
七
〇
）

問
銀
行
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
か
く
て
二
十
七
年
十
二
月
に
な
っ
て
や
っ
と
民
問
金
融
機
関
に
お
げ
る
分
業
体
制
が
制

度
的
に
出
未
上
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
法
律
に
も
と
づ
い
て
中
小
企
業
向
の
長
期
金
融
機
関
と
し
て
、
日
本
不
動
産
銀
行

が
三
十
二
年
春
に
新
設
開
業
し
た
。

　
さ
ら
に
二
十
九
年
四
月
に
は
外
国
為
替
銀
行
法
が
公
布
施
行
さ
れ
、
従
来
、
一
般
市
中
銀
行
が
外
国
為
替
業
務
を
行
な
っ
て
い
た

の
を
、
外
国
為
替
専
門
の
銀
行
を
設
立
し
て
外
国
為
替
業
務
を
よ
り
円
滑
に
行
匁
わ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
東
京
銀
行
が
外
国
為
替
専

門
銀
行
と
し
て
八
月
二
日
か
ら
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
こ
に
銀
行
制
度
と
し
て
は
日
本
銀
行
を
中
核
と
し
、
短
期
金
融
機
関
と
し
て
の
普
通
銀
行
、
長
期
金
融
機
関
と
し
て
の
目
本
長
期

信
用
銀
行
、
日
本
興
業
銀
行
、
日
本
不
動
産
銀
行
、
外
国
為
替
専
門
銀
行
と
し
て
の
東
京
銀
行
、
国
家
資
金
を
運
営
す
る
目
本
開
発
銀

行
、
目
本
輸
出
入
銀
行
（
二
十
七
年
四
月
、
日
本
輸
出
墾
付
を
改
組
）
と
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
二
十
八
年
九
月
に
は
政

府
機
関
と
し
て
中
小
企
業
金
融
公
庫
も
設
置
さ
れ
、
相
互
銀
行
（
二
十
六
年
法
偉
制
定
、
無
尽
会
杜
は
三
年
以
内
に
相
互
銀
行
に
転
化
完
了

す
べ
き
も
の
と
規
定
）
、
信
用
金
庫
（
二
十
六
年
九
月
発
足
一
、
国
民
金
融
公
庫
（
二
十
四
年
六
月
）
と
と
も
に
中
小
企
業
金
融
の
体
制
も
形

式
的
に
は
と
と
の
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二

　
こ
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
来
た
銀
行
側
度
の
中
を
流
れ
る
資
金
の
う
ち
、
普
通
銀
行
の
資
金
は
預
金
を
そ
の
主
た
る
源
泉
と
し
、
不

足
分
を
日
本
銀
行
の
追
加
信
用
に
あ
お
ぐ
こ
と
に
な
る
。
長
期
信
用
資
金
に
つ
い
て
も
資
金
運
用
部
や
普
通
銀
行
に
よ
る
発
行
債
券

の
引
受
を
通
じ
て
主
ｒ
調
達
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
資
金
は
国
民
の
預
貯
金
を
そ
の
重
要
な
源
泉
と
し
て
い
る
が
、
運
用
部
に
よ
っ
て
大



部
分
引
受
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
国
家
資
金
に
準
ず
る
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
開
発
銀
行
、
輸
出
入
銀
行
の
資
金
は
財

政
収
入
を
源
泉
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
け
っ
き
ょ
く
税
金
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
る
国
家
資
金
で
あ
る
。
こ
れ
ら
そ
れ
ぞ
れ
源
泉
を

こ
と
に
す
る
資
金
が
、
そ
れ
そ
れ
の
機
関
を
通
じ
て
目
本
経
済
再
建
の
た
め
に
企
業
に
投
入
さ
れ
た
。
日
本
経
済
の
再
建
は
日
本
が

資
本
主
義
体
制
下
に
あ
る
限
り
は
、
独
占
資
本
を
中
心
と
し
て
の
目
本
資
本
主
義
の
再
建
以
外
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
わ
げ
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
部
門
の
大
企
業
へ
資
金
が
集
中
的
に
ふ
り
む
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
大
企
業
、
国
家
資
金
、
民
間
資

金
の
三
者
一
体
の
結
合
体
制
が
っ
く
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
れ
ら
の
相
互
関
係
に
お
い
て
、
再
建
発
展
を
国
家
的
見

地
か
ら
要
請
さ
れ
る
部
門
の
大
企
業
は
、
戦
前
か
ら
大
銀
行
と
密
接
に
結
合
し
て
財
閥
本
杜
の
傘
下
に
あ
っ
た
金
融
資
本
の
一
翼
で

あ
り
、
財
閥
解
体
後
も
依
然
と
し
て
、
こ
れ
ら
大
企
業
と
大
銀
行
と
の
取
引
の
継
続
に
と
も
な
う
相
互
の
結
合
関
係
に
は
実
質
的
に

変
化
は
な
く
、
げ
っ
き
ょ
く
大
企
業
と
大
銀
行
と
の
結
合
体
、
す
な
わ
ち
金
融
資
本
と
い
う
形
態
を
戦
後
も
引
っ
づ
い
て
維
持
し
、

か
か
る
金
融
資
本
が
因
家
資
金
を
注
入
さ
れ
て
、
そ
の
再
建
を
促
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
金
融
資
本
も
み
づ
か
ら
を
維
持
し
強
化
す

る
た
め
に
、
国
家
資
金
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
後
の
過
程
の
な
か
で
強
化
さ
れ
っ
づ
げ
て
来
た
。
戦
後
の
過
程
の
な
か
で

金
融
資
本
は
維
持
強
化
さ
れ
っ
づ
け
て
来
た
が
、
戦
前
よ
り
財
閥
的
金
融
資
本
の
一
翼
で
あ
っ
た
大
銀
行
は
依
然
と
し
て
関
係
企
業

に
結
合
し
て
行
く
傾
向
は
不
変
で
あ
り
、
戦
後
も
金
融
資
本
の
一
翼
と
し
て
其
の
他
の
大
銀
行
と
と
も
に
再
編
、
強
化
の
み
ち
を
た

ど
り
っ
づ
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
大
銀
行
に
対
す
る
地
方
銀
行
、
国
家
銀
行
、
準
国
家
銀
行
の
関
係
に
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

三

三
十
年
末
で
七
十
六
行
に
達
し
た
普
通
銀
行

　
戦
後
に
お
け
る
大
銀
行
の
搾
移
（
小
牧
）

（
旧
特
別
銀
行
・
信
託
銀
行
を
の
ぞ
く
）

の
う
ち
で
十
一
大
銀
行
の
占
め
る
位
置
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
（
七
七
一
）

十



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
六
吾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
（
七
七
二
）

年
の
過
程
の
な
か
で
若
干
の
変
化
は
ま
ぬ
が
れ
な
か
っ
た
。
，
す
な
わ
ち
普
通
銀
行
の
う
ち
、
数
に
お
い
て
一
五
劣
見
当
に
す
ぎ
な
い

十
一
大
銀
行
が
普
通
銀
行
預
金
額
の
六
〇
％
以
上
、
貸
出
額
の
六
四
％
以
上
、
保
有
証
券
額
の
五
二
％
以
上
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
数
に
お
い
て
八
五
％
と
い
う
圧
倒
的
部
分
を
占
め
る
地
方
銀
行
が
、
普
通
銀
行
預
金
額
、
貸
出
額
の
三
〇
劣
台
、
保
有
証
券

額
の
四
〇
劣
台
を
も
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
大
銀
行
の
貸
出
の
普
通
銀
行
貸
出
額
に
お
い
て
占
め

る
割
合
は
、
大
銀
行
の
預
金
の
普
通
銀
行
預
金
額
に
お
い
て
占
め
る
割
合
よ
り
も
常
に
上
廻
っ
て
来
た
。
こ
の
こ
と
は
大
銀
行
が
常

に
オ
ー
バ
・
ロ
ー
ソ
の
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
の
反
面
、
地
方
銀
行
は
貸
出
に
つ
い
て
は
大
銀
行
よ

り
も
幾
分
ひ
か
え
目
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
資
金
運
用
状
況
に
反
映
し
て
、
運
用
資
金
の
う
ち
大
銀
行

の
貸
出
比
率
は
地
方
銀
行
の
そ
れ
よ
り
も
高
く
、
証
券
保
有
率
は
低
い
が
、
地
方
銀
行
は
運
用
資
金
の
う
ち
貸
出
比
率
が
大
銀
行
に

比
し
て
低
く
、
証
券
保
有
率
は
高
い
、
さ
ら
に
普
通
銀
行
に
よ
る
借
入
金
の
う
ち
八
○
劣
以
上
は
大
銀
行
の
借
入
で
あ
り
、
二
〇
％

以
下
が
地
方
銀
行
の
借
入
に
す
ぎ
な
い
、
大
銀
行
は
主
に
日
銀
信
用
に
依
存
し
て
貸
出
を
高
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と

は
地
方
銀
行
は
日
銀
に
依
存
す
る
こ
止
を
極
力
ひ
か
え
て
貸
出
を
幾
分
抑
制
し
、
資
金
を
証
券
投
資
に
向
け
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
Ｃ
以
上
の
よ
う
な
諸
傾
向
は
戦
後
十
年
問
一
貫
せ
る
傾
向
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
は
変
化
は
な
か
っ
た
げ
れ
ど
も
、

そ
れ
で
も
そ
の
時
々
の
経
済
状
況
に
応
じ
て
大
銀
行
と
地
方
銀
行
と
の
問
に
は
あ
る
程
度
の
変
化
は
ま
ぬ
が
れ
な
か
っ
た
。

　
　
戦
後
イ
ン
フ
レ
期

　
敗
戦
に
と
も
な
う
復
員
費
用
、
軍
需
会
杜
に
対
す
る
支
払
等
の
巨
額
の
財
政
支
出
の
結
果
、
敗
職
庖
後
の
日
本
資
本
主
義
は
イ
ソ

フ
レ
過
程
に
入
っ
た
。
財
政
支
出
の
増
加
－
口
銀
券
増
発
－
物
価
騰
貴
－
通
貨
価
休
下
落
の
過
程
で
、
生
産
活
動
は
財
閥
解
体
の
不

安
、
賠
償
取
立
の
懸
念
等
に
よ
り
停
瀞
状
態
を
っ
づ
け
、
イ
ン
フ
レ
は
進
行
し
っ
づ
け
た
し
そ
の
た
め
銀
行
よ
り
の
預
金
の
引
出
は



二
十
年
十
二
月
以
後
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
貸
出
も
増
加
し
っ
づ
げ
、
普
通
銀
行
は
日
銀
よ
り
の
信
用
を
う
げ
て
貸
出
や
預
金
の

引
出
に
応
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
。
普
通
銀
行
の
借
入
金
は
二
十
年
九
月
、
二
二
九
億
（
貸
出
に
対
す
る
割
合
二
三
％
）
、
十
二
月
、
二
五

四
億
（
三
五
％
）
、
一
月
、
二
八
四
億
（
二
ニ
ハ
％
）
と
増
大
し
っ
づ
げ
た
。
い
う
ま
で
も
汰
く
こ
の
借
入
の
増
大
は
、
イ
ソ
フ
レ
に
よ
る

預
金
の
引
出
と
貸
出
増
大
の
傾
向
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
預
金
に
対
す
る
貸
出
の
割
合
は
九
月
の
五
八
％
か
ら
翌
年
一
月
末
に

は
七
六
劣
と
上
昇
し
た
。
こ
の
傾
向
は
大
都
市
に
お
い
て
は
さ
ら
に
は
げ
し
く
、
終
戦
以
来
、
貸
出
額
は
預
金
額
を
常
に
上
廻
っ
て
い

た
（
東
京
銀
行
協
会
杜
員
銀
行
勘
定
）
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
放
置
す
れ
ぱ
銀
行
の
破
綻
も
ま
ぬ
が
れ
ぬ
と
危
倶
さ
れ
る
に
至
り
、
金
融
緊

急
措
置
令
が
二
十
一
年
二
月
十
六
日
に
強
行
さ
れ
、
預
金
の
引
出
に
制
限
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
銀
行
の
資
力
が
ま
も
ら
れ
．

銀
行
は
破
綻
か
ら
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
措
置
令
以
後
、
預
金
は
徐
々
に
増
加
し
、
借
入
も
二
月
末
二
八
六
億
か
ら
三
月
末

一
八
五
億
と
一
〇
〇
億
以
上
減
少
し
た
ｃ
さ
ら
に
余
裕
資
金
に
よ
っ
て
保
有
証
券
も
増
大
す
る
に
至
っ
た
、
し
か
し
十
一
月
頃
よ
り

預
金
は
減
少
し
は
じ
め
た
の
に
貸
出
の
増
勢
は
依
然
お
と
ろ
え
ず
十
二
月
に
は
預
貸
金
比
率
は
八
六
％
（
同
年
三
月
末
六
八
劣
一
に
上

昇
し
、
そ
れ
を
反
映
し
て
借
入
は
三
月
、
一
八
五
億
（
二
三
％
）
か
ら
十
二
月
、
二
六
六
億
（
二
六
完
）
と
上
昇
し
た
。
大
都
市
所
在

の
銀
行
店
舗
で
は
貸
出
額
は
引
っ
づ
い
て
預
金
額
を
超
え
っ
づ
げ
二
十
一
年
末
か
ら
翌
年
一
、
二
月
に
か
げ
て
術
出
残
高
は
預
金
残

高
の
二
倍
を
超
す
に
至
っ
た
。
大
都
市
に
お
け
る
資
金
需
要
の
肝
盛
さ
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　
二
十
一
年
十
二
月
に
傾
斜
生
産
方
式
が
決
定
さ
れ
、
石
炭
鉄
鋼
を
主
力
と
し
て
基
幹
産
業
か
ら
の
経
済
復
興
が
計
画
さ
れ
た
。
そ

れ
に
と
も
な
う
資
金
需
要
に
応
じ
る
た
め
に
、
二
十
二
年
一
月
に
復
興
金
融
金
庫
が
設
立
さ
れ
、
復
興
資
金
が
重
要
産
業
へ
集
中
的

に
融
通
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
復
金
設
立
に
よ
っ
て
普
通
銀
行
は
貸
出
の
負
担
を
幾
分
か
軽
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
預
貸
金
比

率
は
復
金
設
立
以
後
低
下
し
は
じ
め
、
復
金
設
立
直
前
の
八
六
％
が
二
十
二
年
末
に
は
六
五
劣
に
低
下
し
た
一
、
こ
の
間
二
十
二
年
一

　
　
戦
後
に
お
け
る
大
銀
行
の
推
移
（
小
牧
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
（
七
七
二
．
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
（
七
七
四
）

月
よ
り
五
月
ま
で
は
普
通
銀
行
貸
出
金
は
絶
対
額
に
お
い
て
ム
減
少
し
、
保
有
証
券
は
増
勢
を
っ
づ
け
、
借
入
金
も
五
月
以
後
、
年
末

に
至
る
ま
で
し
ぱ
し
ば
返
済
さ
れ
貸
出
に
対
す
る
借
入
の
比
率
は
年
末
に
は
二
二
劣
（
前
年
末
二
六
％
）
に
低
下
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

問
に
お
い
て
普
通
銀
行
は
三
月
一
日
の
資
金
融
通
準
則
に
則
っ
て
重
要
産
業
に
重
点
的
に
融
資
し
、
復
金
融
資
は
ま
す
ま
す
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、
復
金
と
普
通
銀
行
は
併
行
し
て
重
要
産
業
の
大
企
業
へ
貸
出
を
集
中
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
復
金
の
貸

出
資
金
は
、
ほ
と
ん
ど
目
銀
に
よ
る
復
金
債
の
引
受
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
そ
れ
を
通
じ
て
イ
ソ
フ
レ
が

促
進
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
イ
ソ
フ
レ
に
よ
っ
て
普
通
銀
行
の
預
金
、
貸
出
、
借
入
、
保
有
証
券
も
絶
対
額
で
は
そ
れ
ぞ
れ
増
加

し
た
が
、
貸
出
の
増
勢
は
特
に
い
ち
ち
る
し
く
二
十
二
年
末
に
く
ら
べ
て
二
十
三
年
末
に
は
二
・
四
倍
増
大
し
た
の
に
預
金
は
二
・
二

倍
、
借
入
金
は
二
倍
、
証
券
は
一
・
五
倍
で
い
づ
れ
も
貸
出
の
増
勢
に
お
よ
ば
ず
、
そ
の
結
果
、
預
貸
金
比
率
は
七
一
％
（
前
年
末
六
五
劣
）

に
上
昇
し
た
が
、
貸
出
に
対
す
る
借
入
金
の
割
合
は
二
二
％
（
前
年
末
二
二
％
）
、
証
券
保
有
三
三
劣
（
前
年
末
五
四
％
）
と
そ
れ
ぞ
れ
低

下
し
た
。
イ
ソ
フ
レ
に
よ
る
貸
出
額
の
増
大
が
著
し
か
っ
た
の
を
反
映
し
て
い
る
。
イ
ソ
フ
レ
期
に
設
立
さ
れ
た
復
金
は
、
日
本
資

本
主
義
再
建
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
資
金
を
、
特
定
産
業
の
大
企
業
に
集
中
的
に
供
給
し
て
、
普
通
銀
行
の
オ
ー
バ
・
ロ
ー
ソ
を

救
う
役
割
を
も
担
っ
て
い
た
。
こ
の
復
金
の
費
金
は
復
金
債
の
日
銀
引
受
で
殆
ん
ど
ま
か
な
わ
れ
、
復
金
融
資
は
増
加
す
る
一
方
に

あ
っ
た
の
で
イ
ソ
フ
レ
傾
向
は
は
げ
し
く
、
小
売
物
価
は
復
金
設
立
の
二
十
二
年
一
月
、
四
、
五
一
五
一
大
三
、
七
１
１
一
〇
〇
）
か
ら

二
十
四
年
三
月
、
復
金
の
新
規
貸
出
停
止
ま
で
の
間
に
三
五
、
三
五
六
と
八
倍
近
く
に
急
騰
し
た
。
イ
ソ
フ
レ
に
よ
っ
て
国
民
大
衆

は
苦
し
ん
だ
が
反
面
で
は
復
金
、
杵
通
銀
行
を
通
じ
て
資
金
を
淵
沢
に
得
た
大
企
業
は
復
興
へ
の
途
を
た
ど
り
っ
づ
け
た
。

　
こ
の
イ
ソ
フ
レ
期
を
逝
じ
て
銀
行
は
金
融
緊
急
措
置
令
に
よ
っ
て
資
力
を
ま
も
ら
れ
、
復
金
設
立
に
よ
っ
て
術
出
を
量
的
に
補
充

さ
れ
、
資
金
融
通
準
則
に
よ
っ
て
重
要
膿
業
へ
復
金
と
と
も
に
融
資
を
集
中
し
、
日
本
資
本
主
義
の
再
建
を
重
要
鹿
業
、
特
に
大
企
業



中
心
に
推
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
企
業
は
大
銀
行
と
戦
前
か
ら
結
び
つ
い
て
い
た
金
融
資
本
の
一
翼
で
相
互
に
密
接
な
つ
な
が

り
を
持
っ
て
い
た
わ
げ
で
あ
り
、
そ
の
一
翼
た
る
大
銀
行
が
措
置
令
で
擁
護
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
金
融
資
本
を
中
心
と
し
て
の

日
本
資
本
主
義
の
再
建
の
一
方
の
基
点
が
維
持
擁
護
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
復
金
融
資
は
大
企
業
に
潤
沢
た
資
金
を
与
え

て
大
企
業
の
再
建
を
促
進
し
、
さ
ら
に
資
金
融
通
準
則
は
重
要
産
業
、
大
企
業
へ
大
銀
行
の
融
資
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

大
企
業
と
大
銀
行
と
の
相
互
依
存
結
合
関
係
を
強
め
た
。
こ
れ
は
金
融
資
本
を
維
持
強
化
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
こ
に
目
本

経
済
の
再
建
は
目
本
金
融
資
本
の
再
建
と
い
う
資
本
主
義
的
再
建
の
必
然
的
傾
向
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。
反
面
で
は
労

働
者
階
級
は
措
置
令
に
よ
る
五
百
円
生
活
の
枠
と
物
資
不
足
、
物
価
騰
貴
に
く
る
し
む
こ
と
と
た
り
、
実
質
賃
銀
は
二
十
二
年
末
三

〇
、
二
％
（
昭
九
～
十
一
年
１
１
一
〇
〇
）
、
二
十
三
年
末
四
八
、
六
形
と
い
う
低
位
に
ー
お
か
れ
て
い
た
。

　
　
ド
ッ
ヂ
・
ラ
イ
ン
以
降

　
復
金
融
資
を
中
心
と
す
る
イ
ソ
フ
レ
政
策
に
よ
っ
て
国
民
大
衆
の
く
る
し
み
の
な
か
で
ひ
た
す
ら
重
要
産
業
の
復
興
を
は
か
っ
て

来
た
日
本
経
済
は
、
極
東
情
勢
の
緊
迫
を
反
映
し
た
占
領
政
策
に
よ
り
、
経
済
の
復
興
よ
り
も
経
済
の
安
定
を
先
に
す
べ
き
で
あ
る
と

の
方
向
を
示
さ
れ
、
二
十
三
年
十
二
月
に
は
経
済
安
定
九
原
則
と
い
う
彩
で
具
体
的
に
指
ホ
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
二
十
四
年
四
月
に
こ

の
方
向
が
さ
ら
に
推
進
さ
れ
ド
ッ
ヂ
・
ラ
ィ
ソ
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
ド
ッ
ヂ
ニ
フ
ィ
ソ
の
実
施
に
っ
れ
て
通
貨
の
収
縮
が
は
じ
ま

り
金
づ
ま
り
が
お
こ
り
は
じ
め
、
そ
れ
を
緩
和
す
る
措
置
が
金
融
面
で
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
預
金
は
徐
ヵ
に
増
え
っ
っ
あ
っ
た
が

貸
出
は
さ
ら
に
そ
れ
を
上
廻
り
、
六
月
以
降
か
ら
オ
ー
バ
・
ロ
ー
ソ
の
傾
向
を
す
す
め
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
普
通
銀
行
は
日
銀
に

よ
っ
て
保
有
国
債
や
復
金
債
を
買
入
れ
ら
れ
て
融
筑
力
を
強
め
ら
れ
、
六
月
以
後
は
保
有
証
券
は
減
少
し
は
じ
め
二
十
四
年
四
月
、
一
、

二
二
〇
億
（
貸
出
に
対
す
る
割
合
三
一
劣
）
、
年
末
、
九
八
四
億
（
一
七
％
）
、
二
十
五
年
三
月
、
九
五
五
億
（
一
五
％
）
と
減
少
し
た
。

　
　
戦
後
に
お
け
る
大
銀
行
の
推
移
（
小
牧
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
（
七
七
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
六
吾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
一
八
　
（
七
七
六
）

普
通
銀
行
は
日
銀
信
用
の
ほ
か
に
保
有
証
券
の
日
銀
に
よ
る
買
入
に
よ
っ
て
駄
資
力
を
強
化
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
財
政
収
入
や
見
返

資
金
が
公
開
市
場
操
作
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
税
金
や
対
目
援
助
物
資
の
代
金
に
よ
っ
て
銀

行
の
融
資
力
が
強
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
特
に
大
銀
行
の
融
資
力
は
地
方
銀
行
に
く
ら
べ
て
相
対
的
に
強
め
ら
れ
、
大

銀
行
の
保
有
証
券
は
普
通
銀
行
保
有
証
券
の
五
八
、
九
％
一
二
十
四
年
四
月
）
か
ら
五
四
、
八
％
（
二
十
五
年
五
月
）
に
低
下
し
た
。
こ
の

こ
と
は
地
方
銀
行
に
く
ら
べ
て
相
対
的
に
そ
の
融
資
力
を
強
化
さ
れ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ド
ッ
ヂ
ニ
フ
イ
ソ
に
よ
る

復
金
の
新
規
貸
出
の
停
止
と
、
財
政
引
締
を
金
融
面
で
緩
和
す
る
デ
ィ
ス
、
イ
ソ
フ
レ
政
策
に
影
響
さ
れ
て
、
普
通
銀
行
は
貸
出
面

に
お
い
て
一
層
重
要
性
を
帯
び
る
に
至
っ
た
。
そ
の
結
果
、
五
月
に
は
七
一
％
で
あ
っ
た
預
貸
金
比
率
は
六
月
以
後
漸
増
し
、
翌
年

五
月
に
は
八
六
％
、
そ
の
う
ち
大
銀
行
の
比
率
は
二
十
五
年
春
、
九
〇
％
を
こ
え
、
地
方
銀
行
も
八
○
劣
に
達
し
た
。
そ
し
て
大
銀

行
の
貸
出
、
保
有
証
券
の
普
通
銀
行
の
そ
れ
に
対
す
る
割
合
は
二
十
四
年
春
以
米
漸
増
し
、
大
銀
行
は
支
配
度
を
増
大
し
て
行
く
傾

向
に
あ
っ
た
。
ド
ッ
ヂ
．
ラ
ィ
ソ
は
ま
た
復
金
の
新
規
貸
出
を
停
止
し
、
そ
れ
に
か
わ
る
べ
き
も
の
と
し
て
見
返
資
金
特
別
会
計
を

設
置
し
、
国
家
資
金
を
そ
こ
か
ら
供
給
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
流
出
す
る
融
資
は
普
通
銀
行
の
融
資
と
と
も
に
優
良
企
業
へ

集
中
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
オ
ー
バ
・
口
ー
ソ
が
は
げ
し
く
な
り
は
じ
め
た
二
十
五
年
以
後
は
選
別
が
強
化
さ
れ
た
た
め
に

集
中
融
資
の
傾
向
は
い
よ
い
よ
強
ま
っ
て
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
問
、
銀
行
制
度
の
中
心
に
位
置
す
る
日
本
銀
行
は
、
ド
ッ
ヂ
ニ
フ
ィ
ソ
実
施
直
後
の
五
月
に
政
策
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
こ
に
お

い
て
金
融
政
策
を
審
議
決
定
し
銀
行
制
度
に
の
ぞ
む
体
制
を
と
と
の
え
た
。
し
か
し
こ
の
政
策
委
員
会
は
元
来
、
ア
メ
リ
カ
の
勧
告

に
も
と
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
政
策
委
員
会
を
中
心
に
日
本
の
金
融
政
策
を
管
理
し
、
銀
行
制
度
を
統
轄
し

房
い
体
制
を
っ
く
り
あ
げ
た
も
の
と
い
え
る
。
か
く
て
ド
ッ
ヂ
ニ
フ
ィ
ソ
に
よ
る
引
締
は
通
貨
の
収
縮
を
引
お
こ
し
、
そ
れ
を
緩
和
す



る
た
め
・
二
十
四
年
六
月
頃
か
ら
銀
行
貸
出
が
増
大
し
は
じ
め
、
小
企
業
対
策
と
し
て
罠
金
融
公
庫
の
設
立
一
二
十
四
年
六
月
一
が

あ
っ
た
が
実
質
的
な
効
果
を
と
も
な
わ
ず
、
金
駿
遣
迫
の
た
め
に
小
企
業
は
苦
境
に
お
ち
い
り
、
不
波
に
よ
る
取
引
停
止
の
件
数
、

金
額
と
も
に
二
十
四
年
中
に
増
加
し
つ
づ
げ
、
企
業
の
倒
産
、
合
理
化
の
結
果
、
失
業
数
も
増
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
ド

ッ
ヂ
ニ
フ
ィ
ソ
強
行
の
結
果
、
物
価
は
二
十
四
年
四
月
、
三
七
、
八
二
八
、
二
十
五
年
五
月
、
三
四
、
三
七
一
へ
と
低
下
し
、
実
質

賃
銀
も
二
十
三
年
末
四
八
、
六
か
ら
二
十
四
年
末
六
六
、
三
と
や
や
上
昇
し
た
。
銀
行
は
ド
ツ
ヂ
．
ラ
ィ
ソ
に
・
よ
っ
て
、
ま
づ
そ
の

融
資
力
を
強
め
ら
れ
、
金
駿
遣
迫
期
に
お
い
て
の
選
別
融
資
に
よ
っ
て
、
特
定
大
企
業
へ
の
貸
出
集
中
を
通
じ
て
金
融
資
本
へ
と
強

化
さ
れ
て
行
く
こ
と
と
な
っ
た
が
、
反
面
で
は
金
づ
ま
り
に
よ
り
小
企
業
は
苦
境
に
追
込
ま
れ
て
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対

す
る
小
企
業
対
策
と
し
て
震
金
融
公
庫
の
設
立
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
ド
ツ
ヂ
．
ラ
ィ
ソ
は
小
企
業
や
労
働
者
の
苦
し
み
の
中
で

大
企
業
、
大
銀
行
を
強
化
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
。

　
　
朝
鮮
動
乱
以
降

　
二
十
五
年
六
月
に
１
朝
鮮
動
乱
が
勃
発
し
、
わ
が
国
の
経
済
は
急
速
に
軍
事
化
の
方
向
を
た
ど
り
は
じ
め
た
。
軍
需
品
製
造
工
業
は

設
備
の
瓜
張
の
た
め
の
資
金
や
運
転
資
金
を
必
要
と
し
、
資
金
孟
要
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
オ
ー
バ
．
ロ
ー
ソ
は
さ
ら
に
進
み
、

預
岱
金
比
率
は
五
月
、
六
月
頃
の
八
六
％
か
ら
二
十
五
年
末
に
は
八
八
％
に
上
昇
し
た
。
か
ね
て
輸
出
を
促
進
さ
せ
る
べ
く
計
画
さ

れ
て
い
た
輸
出
金
融
機
閑
が
動
乱
勃
発
に
１
と
も
な
い
、
そ
れ
に
刺
戟
さ
れ
て
日
本
輸
出
銀
行
と
し
て
十
二
月
十
五
口
に
法
律
公
布
、

十
八
口
に
設
立
さ
れ
、
動
乱
勃
発
に
と
も
な
う
資
金
併
要
に
応
ず
る
体
制
を
と
と
の
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
か
く
て
二
十
六
年
二
月

よ
り
開
業
し
た
。
さ
ら
に
軍
事
化
経
済
の
金
融
体
制
を
と
と
の
え
る
た
め
、
日
本
開
発
銀
行
が
二
十
六
年
三
月
法
律
公
布
、
四
月
二

十
日
設
立
・
五
月
十
五
日
開
業
し
た
。
こ
れ
ら
国
家
銀
行
は
軍
事
経
済
体
制
を
金
融
面
か
ら
促
進
さ
せ
る
役
割
を
果
す
こ
と
と
な
っ

　
　
　
戦
後
に
お
け
る
大
銀
行
の
推
移
（
小
牧
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
（
七
七
七
）



口

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
（
七
七
八
）

た
。
こ
の
よ
う
に
国
家
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
さ
ら
に
増
加
す
る
資
金
需
要
は
普
通
銀
行
の
オ
ー
バ
・
ロ
ー
ソ
を
激
化
し
、
・

二
十
六
年
十
月
に
は
非
重
点
産
業
へ
の
新
規
設
備
貸
出
を
抑
制
す
る
よ
う
に
と
の
通
牒
が
出
さ
れ
た
が
、
二
十
六
年
初
、
八
五
劣
の

預
貸
金
比
率
は
年
末
に
は
九
四
劣
に
上
昇
し
、
借
入
金
も
年
初
の
八
、
ニ
ハ
九
億
の
二
倍
に
達
し
貸
出
に
対
す
る
割
合
は
年
初
一
〇

劣
、
年
末
一
五
劣
と
上
昇
し
た
。
か
く
て
普
通
銀
行
は
主
に
、
日
銀
か
ら
の
借
入
に
依
存
し
つ
つ
増
加
す
る
資
金
需
要
に
応
じ
た
わ
げ

で
あ
り
、
国
家
銀
行
は
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
補
完
し
っ
っ
軍
事
化
経
済
を
促
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
国
家
銀
行
は
普
通
銀
行
の
融
資

し
た
が
ら
な
い
長
期
且
不
安
の
と
も
な
う
貸
付
を
引
受
げ
る
こ
と
に
よ
り
軍
事
金
融
の
役
割
を
果
す
と
と
も
に
、
普
通
銀
行
の
安
全

性
を
ま
も
り
、
収
益
性
を
保
証
す
る
役
目
を
引
受
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
増
大
す
る
資
金
需
要
は
普
通
銀
行

を
い
よ
い
よ
オ
ー
バ
．
ロ
ー
ソ
ヘ
追
込
み
、
日
銀
よ
り
の
借
入
は
増
加
一
途
を
た
ど
っ
た
た
め
、
普
通
銀
行
の
オ
ー
バ
・
ロ
ー
ソ
を

解
消
し
、
「
普
通
銀
行
の
健
全
化
」
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
見
が
強
ま
り
は
じ
め
た
。

　
オ
ー
バ
．
ロ
ー
ソ
は
二
十
七
年
に
入
っ
て
も
依
然
九
〇
％
以
上
を
持
続
し
、
二
十
七
年
六
月
に
，
至
り
「
長
期
資
金
の
確
保
を
期
す

る
と
と
も
に
、
一
般
商
業
銀
行
の
資
産
構
成
の
健
全
化
に
資
し
、
金
融
制
度
の
機
能
的
分
化
に
よ
っ
て
正
常
化
を
図
り
」
、
「
普
通
銀

行
の
融
資
面
に
お
け
る
負
担
の
軽
減
に
資
す
る
」
と
い
う
趣
旨
の
も
と
に
、
か
ね
て
要
望
さ
れ
っ
づ
け
て
い
た
金
融
に
お
け
る
分
業

体
制
を
確
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
二
十
七
年
六
月
に
長
期
信
用
銀
行
法
が
成
立
し
、
分
業
体
制
が
法
律
的
に
出
来
上
っ
た
。

長
期
信
用
銀
行
は
二
十
七
年
十
二
月
一
日
よ
り
発
足
し
、
新
設
の
日
本
長
期
信
用
銀
行
と
旧
特
銀
で
普
通
銀
行
に
転
化
し
て
い
た
口

本
興
業
銀
行
と
が
長
期
信
用
機
関
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
普
通
銀
行
は
朝
鮮
動
乱
以
米
の
オ
ー
バ
・
ロ
ー
ソ
の
過
程
の

中
で
、
目
本
輸
出
銀
行
、
日
本
開
発
銀
行
、
さ
ら
に
長
期
信
用
銀
行
に
よ
っ
て
そ
の
安
全
性
と
収
益
性
と
を
保
証
さ
れ
っ
づ
け
て
来
た

が
、
オ
ー
バ
．
ロ
ー
ソ
の
傾
向
は
二
十
八
年
も
さ
ら
に
前
年
に
引
っ
づ
い
て
九
〇
％
以
上
を
持
続
し
、
八
月
に
は
九
五
％
に
連
し
た
、



そ
れ
に
と
も
な
っ
て
日
銀
よ
り
の
借
入
も
二
十
七
年
末
、
一
、
七
九
三
億
、
翌
年
八
月
、
二
、
九
四
一
億
、
貸
出
金
に
対
す
る
割
合
も
一

〇
％
か
ら
一
四
劣
へ
と
借
入
依
存
度
を
強
め
つ
づ
げ
た
。
国
家
銀
行
、
旧
特
別
銀
行
の
貸
出
も
二
十
六
年
末
計
三
、
二
九
三
億
、
普
通

銀
行
貸
出
の
二
六
形
か
ら
、
二
十
八
年
八
月
に
は
新
設
の
長
期
信
用
銀
行
も
加
え
計
、
六
、
九
六
〇
億
、
三
四
％
へ
と
増
加
し
て
い

る
が
同
じ
時
期
に
オ
ー
バ
・
ロ
ー
ソ
が
持
続
さ
れ
つ
づ
げ
た
こ
と
は
、
こ
の
問
の
資
金
需
要
の
旺
盛
さ
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　
大
銀
行
の
オ
ー
バ
・
ロ
ー
ソ
は
二
十
五
年
動
乱
以
来
、
し
ば
し
ぱ
一
〇
〇
劣
を
超
え
、
地
方
銀
行
の
そ
れ
が
八
六
％
程
度
を
最
高

と
し
て
い
る
の
に
く
ら
べ
て
は
る
か
に
高
い
割
合
を
示
し
た
。
そ
し
て
普
通
銀
行
に
よ
る
日
銀
よ
り
の
借
入
の
八
○
劣
以
上
を
大
銀

行
が
借
受
げ
、
大
銀
行
は
貸
出
の
二
〇
劣
前
後
を
目
銀
よ
り
の
借
用
金
を
ふ
く
む
借
入
金
に
よ
っ
て
供
給
し
て
い
た
。
大
銀
行
は
日

銀
貸
出
の
殆
ん
ど
を
得
て
融
資
力
を
強
化
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
期
の
後
半
以
後
、
地
方
銀
行
は
、
預
金
、
貸
出
、
証
券
保
有
に

お
い
て
相
対
的
に
進
出
を
と
げ
、
大
銀
行
の
比
率
的
減
退
と
そ
れ
に
か
わ
っ
て
地
方
銀
行
の
ほ
か
に
、
国
家
銀
行
、
長
期
信
用
銀
行
、

旧
特
別
銀
行
が
額
に
お
い
て
も
普
通
銀
行
貸
出
に
対
す
る
貸
出
割
合
に
お
い
て
も
進
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
大
銀
行
は
相

対
的
に
１
地
方
銀
行
に
後
退
す
る
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
そ
れ
は
大
銀
行
の
融
資
力
は
従
来
か
ら
日
銀
の
追
加
信
用
に
よ
っ
て
強

め
ら
れ
て
来
た
も
の
が
、
日
銀
信
用
の
は
か
に
、
国
家
銀
行
、
準
国
家
銀
行
、
旧
特
銀
の
資
金
が
進
出
し
て
来
た
結
果
、
大
銀
行
の

ほ
か
に
、
そ
れ
ら
が
金
融
面
で
大
き
な
力
を
持
ち
は
じ
め
て
来
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
大
銀
行
の
実

質
的
な
後
退
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
元
来
、
大
銀
行
の
貸
出
は
大
企
業
に
ふ
る
く
か
ら
結
び
つ
い
て
お
り
、
大
企
業
の
増
大

す
る
資
金
常
要
を
国
家
銀
行
、
準
因
家
銀
行
に
よ
っ
て
引
受
げ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
銀
行
み
づ
か
ら
の
安
全
性
を
ま
も
り
、
因

家
銀
行
、
準
国
家
銀
行
と
と
も
に
大
企
業
に
融
資
を
集
中
し
、
さ
ら
に
増
大
す
る
運
転
賞
金
需
要
を
系
列
下
に
あ
る
地
方
銀
行
の
資

力
を
動
員
し
て
融
資
さ
せ
、
大
企
業
、
大
銀
行
、
国
家
銀
行
、
準
国
家
銀
行
、
地
方
銀
行
の
結
合
体
を
っ
く
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

　
　
戦
後
に
お
け
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推
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こ
こ
に
大
銀
行
は
量
的
傾
向
と
し
て
は
地
方
銀
行
に
後
退
す
る
も
の
の
よ
う
に
み
え
な
が
ら
、
金
融
資
本
の
一
翼
と
し
て
日
銀
信
用

の
ほ
か
に
地
方
銀
行
、
国
家
銀
行
、
準
国
家
銀
行
の
資
金
に
よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
て
大
企
業
と
一
体
化
の
も
と
に
、
金
融
資
本
と
し

て
は
さ
ら
に
強
大
な
ポ
の
に
発
展
し
て
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。
か
く
て
朝
鮮
動
乱
勃
発
以
後
、
急
速
に
す
す
ん
だ
経
済
軍
事
化
お
よ

び
二
十
七
年
以
後
の
輸
出
不
振
に
。
も
と
づ
く
滞
貨
融
資
、
合
理
化
資
金
等
の
必
要
を
み
た
す
た
め
輸
出
入
銀
行
（
二
十
七
年
四
月
、

輸
出
銀
行
を
改
組
）
、
開
発
銀
行
な
ら
び
に
長
期
信
用
銀
行
等
を
設
立
し
て
増
大
す
る
資
金
需
要
に
応
ず
る
た
め
の
体
制
を
と
と
の
え

た
わ
が
金
融
政
策
は
、
げ
っ
き
ょ
く
、
こ
れ
ら
の
国
家
銀
行
、
準
国
家
銀
行
に
よ
っ
て
長
期
且
、
不
安
の
と
も
な
う
資
金
を
供
給

さ
せ
そ
れ
に
よ
っ
て
金
融
資
本
を
強
化
し
、
金
融
資
本
の
一
翼
た
る
大
銀
行
の
安
全
性
を
ま
も
り
、
収
益
性
を
保
証
し
た
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
系
列
下
に
あ
る
地
方
銀
行
の
資
力
を
動
員
し
、
金
融
資
本
と
し
て
は
さ
ら
に
強
大
な
も
の
に
発
展
し
て
行
く
こ
と
と
な

っ
た
。

　
　
二
十
八
年
秋
以
降

　
二
十
八
年
七
月
二
十
七
日
に
朝
鮮
で
休
戦
協
定
が
調
印
さ
れ
軍
俳
市
場
の
縮
少
と
ス
タ
ー
リ
ソ
グ
地
域
の
輸
入
制
限
の
た
め
に
、

わ
が
国
の
輸
出
は
依
然
と
し
て
振
わ
ず
、
他
方
国
内
的
に
は
そ
れ
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
設
備
の
拡
張
、
合
理
化
は
過
剰
設
備
た

る
こ
と
を
顕
在
化
し
、
こ
こ
に
販
路
の
縮
少
と
設
備
過
剰
と
に
よ
っ
て
過
剰
生
産
恐
慌
へ
の
危
機
を
深
め
て
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
も
と
で
一
方
に
お
げ
る
輸
出
不
振
、
他
方
に
お
げ
る
国
内
消
費
増
大
に
よ
る
物
価
の
割
高
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る

輸
入
増
大
傾
向
は
国
際
収
支
を
悪
化
さ
せ
、
円
の
対
外
価
値
は
急
速
に
減
価
し
通
貨
価
他
を
安
定
さ
せ
る
必
要
か
ら
、
金
融
引
締
政

策
が
と
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
金
融
引
締
は
二
十
八
年
十
月
一
日
、
二
十
九
年
一
月
四
日
、
三
月
一
目
の
三
回
に
わ
た
る
高
率
適

用
の
強
化
、
輸
入
金
融
の
抑
制
に
よ
っ
て
推
進
め
ら
れ
た
、
金
融
引
し
め
の
結
果
、
普
通
銀
行
の
オ
ー
バ
・
ロ
ー
ソ
は
二
十
八
年
十



月
の
九
四
％
か
ら
下
降
し
は
じ
め
、
二
十
九
年
末
、
八
七
％
に
低
下
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
貸
出
引
締
か
ら
生
ず
る
余
力
は
借
入
の

返
済
に
む
け
ら
れ
、
二
十
九
年
中
頃
か
ら
年
末
に
１
か
け
て
日
銀
借
入
金
は
返
済
さ
れ
、
二
十
九
年
三
月
、
三
、
五
一
〇
億
、
貸
出
に
対
す

る
割
合
一
六
劣
は
年
末
、
二
、
〇
一
〇
億
、
八
％
に
減
じ
、
さ
ら
に
保
有
証
券
は
二
十
八
年
九
月
、
二
、
五
九
一
億
、
貸
出
に
対
す
る
割
合

二
一
％
か
ら
二
十
九
年
末
、
三
、
六
四
一
億
、
一
五
％
へ
と
増
加
傾
向
を
示
し
た
。
こ
の
こ
と
は
貸
出
引
締
の
結
果
、
銀
行
の
資
力
に

余
裕
の
出
来
て
来
た
こ
と
を
物
語
り
、
オ
ー
バ
・
ロ
ー
ソ
に
と
も
な
う
銀
行
資
産
の
不
健
全
化
が
是
正
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
反
面
、
国
家
銀
行
、
長
期
信
用
銀
行
、
旧
特
別
銀
行
の
進
出
が
い
ち
ぢ
る
し
く
な
り
、
そ
の
融
資
活
動
が
活
澱
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

反
映
し
て
、
二
十
八
年
九
月
七
、
一
〇
六
億
、
普
通
銀
行
貸
出
に
１
対
す
る
割
合
三
四
％
が
そ
の
後
漸
増
し
、
三
十
年
五
月
、
八
、
九
〇

〇
億
余
、
三
七
％
に
達
し
た
。
こ
こ
に
長
期
信
用
銀
行
、
国
家
銀
行
、
旧
特
銀
の
進
出
に
よ
り
、
か
ね
て
論
議
さ
れ
っ
づ
げ
て
来
た

分
業
体
制
が
制
度
と
し
て
の
み
な
ら
ず
実
質
的
に
も
確
立
さ
れ
る
よ
う
な
傾
向
を
示
し
は
じ
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
普

通
銀
行
の
資
産
の
健
全
化
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
旧
特
銀
は
資
料
の
関
係
か
ら
二
で
は
普
通
銀
行
に
は
合
ま
れ
て
い
な
い
）
。

　
さ
ら
に
こ
の
問
東
京
銀
行
が
普
通
銀
行
た
る
こ
と
を
や
め
て
外
国
為
替
専
門
銀
行
と
し
て
二
十
九
年
八
月
よ
り
開
業
（
四
月
、
外
国

為
替
銀
行
法
公
布
施
行
）
す
る
こ
と
と
な
り
、
従
来
一
般
市
中
銀
行
の
行
っ
て
い
た
外
国
為
替
業
務
は
東
京
銀
行
を
中
心
に
お
こ
な
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
外
国
為
替
業
務
の
効
率
化
が
企
図
さ
れ
た
。

　
大
銀
行
は
こ
の
デ
フ
レ
期
に
そ
の
資
力
を
貸
出
か
ら
証
券
保
有
に
振
向
げ
た
結
果
、
大
銀
行
岱
出
額
の
普
通
銀
行
の
そ
れ
に
対
す

る
割
合
は
二
十
八
年
九
月
、
六
六
％
か
ら
三
十
年
五
月
、
六
四
％
へ
低
下
し
た
の
に
反
し
、
証
券
保
有
は
同
じ
時
期
に
五
二
劣
か
ら

五
七
％
へ
と
蛸
加
傾
向
を
示
し
、
う
ち
株
式
保
有
割
合
は
増
大
し
た
。
し
か
し
こ
の
デ
フ
レ
期
を
通
じ
て
特
に
二
十
九
年
中
頃
以
後
、

大
銀
行
の
普
通
銀
行
術
出
、
証
券
保
有
高
に
対
し
て
占
め
る
割
合
は
引
つ
づ
き
低
下
し
つ
づ
げ
、
そ
の
こ
と
は
相
対
的
に
は
地
方
銀
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後
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行
が
こ
の
期
に
お
い
て
も
進
出
し
つ
づ
け
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
銀
行
の
支
配
度
が
弱
下
し
た
の
は
日
銀
の

信
用
が
引
し
め
ら
れ
、
日
銀
よ
り
の
借
入
に
強
く
依
存
し
つ
づ
げ
て
来
た
大
銀
行
が
、
資
金
源
を
せ
ぱ
め
ら
れ
た
こ
と
が
大
銀
行
の

優
勢
を
弱
め
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
が
そ
れ
に
か
わ
っ
て
旧
特
銀
、
長
期
信
用
銀
行
、
国
家
銀
行
の
融
資
合
計
は
既
述
の
よ
う
に

増
加
し
て
い
る
。
か
く
て
大
銀
行
の
支
配
度
は
日
銀
信
用
の
増
減
に
強
く
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
に
あ
ら
わ
れ
、
こ
れ
に
反
し
、

地
方
銀
行
は
預
金
を
中
心
と
し
て
融
資
活
動
を
行
っ
て
来
た
た
め
に
、
引
し
め
に
よ
る
日
銀
信
用
の
減
少
が
相
対
的
に
地
方
銀
行
を

強
め
る
よ
う
に
み
え
た
わ
げ
で
あ
る
。
し
か
し
大
銀
行
は
系
列
企
業
に
貸
出
を
集
中
し
、
ま
た
国
家
銀
行
、
長
期
信
用
銀
行
に
よ
っ

て
オ
ー
バ
．
ロ
ー
ソ
を
解
消
さ
れ
て
安
全
性
を
維
持
し
、
系
列
地
方
銀
行
の
資
力
を
集
合
し
て
系
列
企
業
と
の
結
合
を
さ
ら
に
強
め

て
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
金
融
刊
締
は
二
十
九
年
二
月
噴
か
ら
効
果
を
示
し
は
じ
め
、
卸
売
物
価
指
数
は
二
月
、
三
六
四
（
昭
和
九
～
十
一
年
別
一
）
か
ら
三
十

年
五
月
、
三
四
一
と
低
下
し
た
が
、
引
締
に
よ
る
金
づ
ま
り
は
小
企
業
に
そ
の
影
響
が
強
く
あ
ら
わ
れ
、
不
渡
に
よ
る
坂
引
停
止
処

分
は
二
十
九
年
中
に
は
六
大
都
市
で
四
八
、
六
三
九
件
と
前
年
よ
り
八
、
○
○
○
件
近
く
増
加
し
た
が
金
額
で
は
五
、
三
四
一
百
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

円
で
六
〇
〇
百
万
円
を
増
加
し
た
に
す
ぎ
ず
、
前
年
度
の
増
加
件
数
六
、
七
〇
〇
件
、
金
額
一
、
〇
一
七
百
万
円
に
比
し
て
件
数
で

は
増
加
し
た
の
に
か
か
わ
ら
ず
金
額
で
は
減
少
し
た
の
は
小
企
業
が
こ
の
引
締
に
よ
っ
て
強
く
い
た
め
っ
げ
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
も

の
と
い
え
る
。
そ
し
て
失
業
者
数
も
二
十
八
年
中
、
月
最
高
六
一
万
人
、
最
低
三
一
万
人
、
年
間
平
均
四
五
万
人
で
あ
る
の
に
対
し
、

二
十
九
年
中
に
は
月
最
高
七
一
万
人
、
最
低
三
九
万
人
、
平
均
五
八
万
人
と
増
加
し
た
。
国
際
収
支
改
善
、
通
貨
安
定
の
た
め
の
金

融
引
締
政
策
は
小
企
業
の
苦
境
、
失
業
者
増
加
を
テ
コ
と
し
て
重
要
企
業
に
資
金
が
集
中
融
賓
さ
れ
、
大
銀
行
は
国
家
銀
行
、
長
期

信
用
銀
行
に
よ
っ
て
オ
ー
バ
．
ロ
ー
ソ
を
解
消
さ
れ
て
安
全
性
を
維
持
し
、
地
方
銀
行
の
資
力
を
あ
つ
め
て
系
列
企
業
に
融
資
を
集



中
し
、
金
融
資
本
と
し
て
結
合
を
深
め
て
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。
大
銀
行
は
金
融
資
本
の
一
翼
で
あ
り
目
銀
信
用
に
よ
っ
て
補
強
せ

ら
れ
、
そ
れ
が
引
し
め
ら
れ
れ
ぼ
系
列
地
方
銀
行
の
融
資
を
集
合
し
、
国
家
銀
行
、
長
期
信
用
銀
行
の
資
金
に
よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
、

金
融
引
締
の
た
め
系
列
企
業
に
貸
出
を
集
中
し
、
企
業
と
一
体
化
を
な
し
て
金
融
資
本
と
し
て
系
列
強
化
す
る
。
大
銀
行
の
必
然
的

傾
向
は
大
企
業
と
の
結
合
を
強
め
て
金
融
資
本
と
し
て
企
業
と
一
体
化
を
な
し
、
因
家
資
金
に
よ
っ
て
金
融
資
本
を
強
化
さ
れ
て
行

く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
基
軸
を
な
す
結
合
強
化
こ
そ
が
大
銀
行
の
た
ど
る
べ
き
必
然
的
な
方
向
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
三
十
年
中
頃
以
降

　
二
十
八
年
秋
以
後
の
デ
フ
レ
期
に
お
い
て
イ
ソ
フ
レ
傾
向
が
阻
止
せ
ら
れ
、
ま
た
二
十
七
、
八
年
に
お
げ
る
設
備
投
資
に
よ
る
設

備
拡
張
も
加
わ
っ
て
輸
出
を
増
大
す
る
た
め
の
基
盤
が
こ
の
デ
フ
レ
期
に
っ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
国
内
的
状

況
の
下
で
世
界
景
気
の
好
転
か
ら
輸
出
が
徐
々
に
増
大
し
は
じ
め
、
三
十
年
の
豊
作
も
加
わ
っ
て
わ
が
国
経
済
は
好
況
を
む
か
え
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
企
業
は
収
益
を
増
大
し
、
さ
ら
に
三
十
年
末
以
後
は
輸
出
増
大
の
結
果
と
し
て
輸
出
品
関
連
産
業
で

再
び
設
備
投
資
が
増
加
し
は
じ
め
、
好
況
状
態
が
三
十
一
年
へ
引
っ
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
三
十
一
年
も
ひ
き
っ
づ
き
設
備
投
資

が
活
澱
に
１
お
こ
な
わ
れ
、
好
況
を
持
続
し
つ
づ
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
企
業
は
銀
行
よ
り
の
借
入
金
を

返
済
し
は
じ
め
、
オ
ー
バ
・
ロ
ー
ソ
は
漸
減
傾
向
を
示
し
、
普
通
銀
行
（
都
市
銀
行
と
地
方
銀
行
）
の
目
銀
よ
り
の
借
入
は
二
十
九
年
春

以
来
し
ぱ
し
ぱ
返
済
さ
れ
、
二
十
九
年
末
二
、
一
八
一
億
、
三
十
年
末
二
九
一
億
、
三
十
一
年
四
月
、
一
六
七
億
に
・
減
少
し
、
貸
出

に
対
す
る
比
率
は
わ
づ
か
○
、
五
劣
に
低
下
し
た
。
戦
後
少
い
時
で
も
一
〇
％
を
下
っ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
借
入
金
が
こ
の
よ
う
に

減
少
の
一
途
を
た
ど
る
と
と
も
に
、
貸
出
金
に
対
す
る
証
券
保
有
の
割
合
も
二
十
八
年
春
以
来
増
勢
に
あ
っ
た
の
が
三
十
年
に
入
っ

て
い
よ
い
よ
増
大
す
る
傾
向
を
示
し
っ
づ
げ
、
株
式
保
有
の
増
勢
は
い
ぢ
ぢ
る
し
か
っ
た
、
こ
の
問
、
因
家
銀
行
、
長
期
信
用
銀
行
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の
貸
出
が
、
そ
の
額
に
お
い
て
は
勿
論
、
普
通
銀
行
の
貸
出
に
対
す
る
割
合
に
お
い
て
も
た
え
ず
増
加
し
つ
づ
げ
て
い
た
。
そ
し
て

企
業
の
借
入
金
の
返
済
に
よ
り
普
通
銀
行
の
貸
出
に
お
げ
る
負
担
が
軽
減
し
、
預
金
も
順
調
に
増
え
た
結
果
、
オ
ー
バ
・
ロ
ー
ソ
は

解
消
す
る
方
向
へ
む
か
い
、
分
業
体
制
が
軌
道
に
の
り
出
し
た
。

　
都
市
銀
行
の
預
金
は
三
十
年
に
入
っ
て
か
ら
地
方
銀
行
を
圧
迫
し
て
や
や
増
加
傾
向
を
し
め
し
は
じ
め
た
が
、
普
通
銀
行
の
貸
出

金
の
う
ち
で
都
市
銀
行
の
し
め
る
割
合
は
や
や
減
少
す
る
反
面
、
証
券
保
有
率
は
若
干
増
加
し
た
。
都
市
銀
行
の
預
金
が
比
率
的
に

増
加
し
は
じ
め
、
証
券
保
有
率
が
比
率
的
に
増
加
し
っ
づ
げ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
金
融
状
況
が
緩
慢
に
な
る
に
つ
れ
て
企
業
の
側

か
ら
銀
行
を
選
別
す
る
傾
向
が
生
じ
、
大
企
業
は
関
係
の
深
い
系
列
銀
行
を
え
ら
ん
で
主
た
る
取
引
銀
行
と
す
る
傾
向
が
促
進
さ
れ
、

銀
行
も
株
式
保
有
を
増
加
し
、
こ
こ
に
大
企
業
と
大
銀
行
と
の
結
合
関
係
が
相
対
的
に
促
進
強
化
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
普
通
銀
行
の
貸
出
、
証
券
保
有
高
の
う
ち
で
大
銀
行
の
し
め
る
割
合
は
三
十
年
中
に
も
引
っ
づ
き
減
少
傾
向
を
た
ど
り

っ
づ
げ
た
し
こ
こ
に
大
銀
行
は
一
方
で
は
オ
ー
バ
．
ロ
ー
ソ
を
解
消
し
て
証
券
保
有
の
う
ち
株
式
保
有
の
増
大
を
通
じ
て
系
列
企
業

と
の
結
合
を
深
め
、
系
列
強
化
を
通
じ
て
質
的
に
強
め
ら
れ
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
、
量
的
に
み
れ
ば
地
方
銀
行
の
進
出
と
大
銀
行

の
後
退
の
ご
と
く
み
ら
れ
る
傾
向
も
、
大
銀
行
は
大
企
業
と
の
結
合
強
化
に
よ
っ
て
金
融
資
本
と
し
て
強
化
さ
れ
っ
づ
げ
て
行
く
こ

と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
三
十
二
年
中
頃
以
後

　
三
十
年
中
頃
以
後
の
好
況
に
引
つ
づ
い
て
三
十
一
年
も
好
況
を
持
続
し
た
が
三
十
一
年
中
頃
よ
り
物
価
は
上
昇
し
は
じ
め
た
・
し

か
し
投
資
活
動
は
活
澄
を
き
わ
め
、
設
術
資
金
俳
要
は
坤
大
し
っ
づ
げ
た
。
三
十
二
年
に
入
っ
て
秩
極
財
政
が
打
出
さ
れ
イ
ソ
フ
レ

ヘ
の
慨
向
を
沫
め
て
行
っ
た
、
こ
の
問
、
投
賓
活
動
の
増
大
に
と
も
な
う
輸
入
増
大
の
結
果
、
三
十
二
年
以
後
国
際
収
支
が
思
化
し



は
じ
め
た
た
め
、
金
融
引
締
政
策
が
三
十
二
年
五
月
以
後
と
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
普
通
銀
行
は
三
十
一
年
中
頃
以
後
オ
ー
バ
．

ロ
ー
ソ
ヘ
の
傾
向
を
た
ど
り
は
じ
め
て
、
日
銀
よ
り
の
借
入
も
増
大
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
三
十
二
年
中
頃
以
後
激
化
し
、
日
銀
よ
り

の
借
入
は
増
大
す
る
反
面
、
保
有
証
券
は
絶
対
額
で
は
増
大
し
っ
っ
あ
っ
た
が
貸
串
に
対
す
る
比
率
で
は
三
十
一
年
中
頃
以
来
、
オ

ー
バ
ロ
ー
ソ
を
反
映
し
て
減
少
停
滞
傾
向
を
示
し
た
。
都
市
銀
行
に
お
い
て
は
預
金
貸
出
と
も
に
地
方
銀
行
よ
り
も
比
率
的
に
一
層

増
大
し
、
地
方
銀
行
に
対
す
る
比
率
的
優
勢
空
二
十
一
年
春
以
後
三
十
二
年
中
に
か
け
て
回
復
し
出
し
た
。
都
市
銀
行
の
保
有
証
券

の
う
ち
、
株
式
の
し
め
る
割
合
は
引
っ
づ
き
増
大
し
た
が
、
国
家
銀
行
、
準
国
家
銀
行
の
融
資
は
絶
対
額
で
は
増
加
し
っ
づ
け
て
い

た
が
普
通
銀
行
貸
出
に
対
す
る
割
合
に
お
い
て
は
三
十
年
末
頃
を
ピ
ー
ク
と
し
て
以
後
引
っ
づ
き
減
退
傾
向
を
た
ど
る
こ
と
と
な
っ

た
。
金
融
資
本
強
化
の
役
割
を
果
し
た
国
家
資
金
が
、
金
融
資
本
の
一
翼
た
る
大
銀
行
の
優
位
同
復
傾
向
の
過
程
の
な
か
で
、
そ
の

任
務
を
終
っ
て
比
率
的
減
少
傾
向
を
た
ど
り
は
じ
め
た
こ
と
は
金
融
政
策
の
階
級
的
性
格
を
反
映
し
た
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
で

あ
る
。
こ
の
問
、
銀
行
制
度
と
し
て
は
海
外
投
資
の
進
展
を
は
か
る
た
め
三
十
二
年
春
輸
出
入
銀
行
法
を
改
正
し
、
償
還
期
限
を
撤

廃
し
、
融
資
の
枠
が
拡
大
さ
れ
、
ま
た
不
動
産
銀
行
が
中
小
企
業
向
長
期
金
融
機
関
と
し
て
開
業
し
、
秋
に
は
金
融
機
関
資
金
審
議

会
が
強
化
さ
れ
て
必
要
資
金
を
重
要
産
業
、
大
企
業
へ
集
中
す
べ
き
体
制
が
と
と
の
え
ら
れ
た
。

　
か
く
し
て
金
融
引
締
に
と
も
な
っ
て
中
小
企
業
向
げ
の
国
家
資
金
の
融
資
額
は
幾
分
増
加
せ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
引
し
め
に
よ
っ

て
不
渡
手
形
は
増
加
し
、
失
業
者
も
増
加
し
た
。
こ
こ
に
引
し
め
は
失
業
者
の
増
大
や
小
企
業
整
理
を
テ
コ
と
し
て
相
対
的
に
金
融

資
本
を
強
化
し
て
行
く
こ
と
な
っ
た
。

　
〔
註
〕
　
本
稿
の
数
字
は
経
済
統
計
月
報
、
本
邦
経
済
統
計
に
よ
る
。

　
　
　
政
策
お
よ
び
そ
れ
に
闘
連
す
る
諾
事
象
の
慶
開
は
戦
後
目
本
経
済
政
策
史
年
表
（
目
本
経
済
政
策
学
会
編
）
に
よ
っ
た
。
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